
ワークショップ「２１世紀型科学教育の創造 IV」参加申込書

「２１世紀型科学教育の創造 IV」事務局（ ）までお申し込みください。

また、ご参加いただくみなさまのことを事前に知り、ワークショップの円滑な進行の資料とするため、アンケー

トにご回答ください。（アンケートは、生涯学習施設職員と生涯学習施設職員以外に分かれています。該当する

ほうを選び、お送りください。）

  ※11月 15日(水)必着

参  加  申  込  書
ふりがな 年齢

氏  名                                                                     男　・　女

住所

または

連絡先

                                                    自宅・所属先 (どちらかに○)
〒

ＴＥＬ：

所  属

Ｅメール

参加したい

グループデ

ィスカッシ

ョン

右の一覧から選択してください

第１希望：GD

第２希望：GD

参加(○)または不参加(×)をご記入ください
12/10(日) 12/11(月) 12/10(日)

午前の部 午後の部 午前の部 午後の部 懇親会

○

または

×

費用 ¥3,000 ¥4,000

確認１　　お支払いただく金額をご確認ください 合計                円

確認２　　ポスターセッションでの発表について 希望する　　・　　希望しない

確認３　　派遣依頼が必要な方は以下にご記入ください

　所属長の役職：

　　　　　氏名：

　参加者の役職：

　　　　　氏名：

　送　付　先　：

  送付期限：      月      日 までに

・その他、ご意見・ご希望がございましたらお書きください

GD1：幼児教育とサイエンスリテラシー
GD2：博物館・科学館・動物園とサイエンスリテラシー
GD3：学校教育とサイエンスリテラシー
GD4：暮らし（健康・食品）とサイエンスリテラシー
GD5：ジャーナリズムとサイエンスリテラシー



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝生涯学習施設職員用アンケート＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１）本ワークショップに参加するのは何回目ですか？

　はじめて 　２回目 　３回目 　４回目

２）本ワークショップへの参加目的は何ですか？

３）あなたの所属する施設について

・所属先名称：

・設置者　　：

・運営者　　：

・職員構成　職員総数(非常勤を含む)：　　　　人
　　　　　　事業(学芸)系常勤職員数：　　　　人
・年間入館者数

　　平成１５年度：　　　　人

　　平成１６年度：　　　　人

　　平成１７年度：　　　　人

４）あなたの施設の活動について

・あなたは、あなたの施設の役割、機能をどのような事項だととらえていますか。

・成果はどのような事項と考えていますか。そのためにどのような活動を行うべきだと考えていますか。

・その活動を行うには、どのような人材が必要だと考えていますか。

・施設における事業をになう人材（職員でもボランティアでも）を育成するために、どのようなことを行ってい

ますか。

５）サイエンスリテラシーについて

本ワークショップでは、「サイエンスリテラシー」をとりあげています。

・サイエンスリテラシーという言葉を今までに聞いたことがありますか。

　　　はい　いいえ

・サイエンスリテラシーとは、誰に対して、どんな場所において、何を学ぶことが必要だと思いますか。

・サイエンスリテラシーは、科学コミュニケーションを潤滑に行う上で、どのように役立つと考えますか？あな

たの考えをお書きください。

　（去年参加された方は、科学コミュニケーションをどのように理解されたかもお書きください）

　

６）全体を通して、参加される方々と、どんな話題でコミュニケーションしたいですか。



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝生涯学習施設職員以外用アンケート＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１）本ワークショップに参加するのは何回目ですか？

　はじめて 　２回目 　３回目 　４回目

２）本ワークショップへの参加目的は何ですか？

３）あなたのお仕事について

・主な仕事内容　　：

・所属先（あれば）：

４）生涯学習施設との関係

・あなたはこれまでに、科学館等、生涯学習施設等における事業に主体的に関わられたことがありますか。あれ

ば、その内容をお書きください。

・科学館等、生涯学習施設は、どのような役割を担っているとあなたは思いますか。また、その役割をはたすた

めにどのような機能を果たすべきだと、活動を行うべきだと考えますか。

５）サイエンスリテラシーについて

本ワークショップでは、「サイエンスリテラシー」をとりあげています。

・サイエンスリテラシーという言葉を今までに聞いたことがありますか。

　　　はい　いいえ

・サイエンスリテラシーとは、誰に対して、どんな場所において、何を学ぶことが必要だと思いますか。

・サイエンスリテラシーは、科学コミュニケーションを潤滑に行う上で、どのように役立つと考えますか？あな

たの考えをお書きください。

　（去年参加された方は、科学コミュニケーションをどのように理解されたかもお書きください）

６）全体を通して、参加される方々と、どんな話題でコミュニケーションしたいですか。

　


